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公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 83% 17%
施設内の設備品家具等整理して配置している

遊具や道具を使いやすいように収納している。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 92% 8%
人員基準の順守児童の障害人合わせた人員を配置している

子どもの人数により非常勤を配置している

子供の状態に応じて職員がついて補助している

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 92% 8%
バリアフリー情報伝達など環境の配置を適切に行なっている

活動場所は安全に留意して広くとっている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

設備の配置等適切に行い清掃もしっかり実施している

清掃が行き届いている

子供達にも声を掛け、環境整備の大切さを伝えている

掲示物を少なくして視覚的情報量を考えている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  92% 8%
学習室などの設置

学習室と遊ぶ部屋の区別がされている

必要に応じてコーナー活用をしている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 明確な店舗目標はないがミーティングや支援者会議で方向性を合わせたりできる

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17%
LINEなどで皆が周知出来るようにしている。
評価表はないが児発官から情報共有がある

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 92% 8%
LINEなどで皆が周知出来るようにしている
スタッフ個人面談は定期的に開催される

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 映像を使って研修がある

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  92% 8%
意見交換をしたり、適切な時期に公表している

レクカレで事前告知、活動日には詳細内容をグループラインにあげる、活動が始まると説明を行い児童に説明をしてから始まる

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
複数の視点を参考に作成している。

支援者会議、活動カードで報告した内容はそのまま支援計画に記載されている

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 日々支援者会議でスタッフ間の児童に対する支援内容は活動カードを記載することで情報共有されている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 支援計画は常勤スタッフ全員が目を通してからファイリングしている

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 活動カードという独自のフォーマットに起きた事を記載している

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
92% 8% 本人支援は全体で共有されている。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 活動内容を決めるミーティングを毎月数回行い意見を挙げていく

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 項目は決めてあるが内容で特色を出している

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 92% 8% 集団活動メインの傾向が強い

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 92% 8% 本日の活動内容を紙に書いてラインにアップしたり口頭で情報共有している

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 92% 8% 終了した支援の把握は計画表以外ではできていないが支援者会議を通して振り返りの話し合いもしている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 活動カードにかきとめているが全員の意見までは残せていない、記入担当したスタッフの目線での検証がなされている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 計画表は書面での個別に周知をしている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 自立と日常生活充実、創造活動、地域交流の機会、余暇の提供はされている

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 92% 8% 集団での動きが多く一人一人の自己決定を考えると難しいところがある、その子に合った支援を考えたい想いはある

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 電話や訪問で担当者から連絡があり、児発管に繋いでいる

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 遅延が予想された時に待機スタッフへ連絡をして学校に連絡を取るなど対応している

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 口頭で児童発達支援時代のことを聞いたり等はしている

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 42% 58% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 引き渡しの際に言葉で一日の出来事を話す

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  83% 17% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 92% 8% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 92% 8% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 25% 75% 保護者会は開いていないが兄弟は活動で一緒に参加したりしている

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 意見が上がればスタッフ間情報共有はすぐに行う

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 92% 8% 予定など必要があるときには連絡を取っている

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 17% 83% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 92% 8% 定期的に研修がある

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 食べられるお菓子を別箱に準備している

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 研修や防災訓練ミーティングを行い情報共有をしている

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 玄関に掲示物や書面を置いて見れるようにしている

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% ミーティングで話し合っている

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 定期的な研修を行なっている

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド002御幸店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 50% 50% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 50% 50% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  50% 50% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 50% 50% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 50% 50% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 50% 50% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 50% 50% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 50% 50% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 50% 50% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 50% 50% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  0% 100% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 50% 50% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 50% 50% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 50% 50% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド003犬塚店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 78% 22% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 0% 100% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 89% 11% 重度児童が安全に活動を送れるようにフロアに机等が無い

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
児童のためにフロアを広く物を置かないようにしている

掃除等をしっかり行っている

極力物は置かず、必要な時に出し使用後は直ぐに片付けている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  33% 67% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 89% 11% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 送迎時に確認してもらい、サインを貰っている

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 毎日、利用者のケース会議を行っている

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 当日中には難しく、日時を決めて確認している

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 89% 11% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 89% 11% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  89% 11% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 78% 22% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 56% 44% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド004上戸祭店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 88% 13% 職員間のコミュニケーションを取り、風通しを良くする中で、万が一スタッフが休みとなった場合の急遽の出勤についてお願いをした際に、快く引き受けていただけるよう努めている。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 88% 13% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 88% 13% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 職員会議において、前月の反省点をもとに、今月の療育に取り組むよう努めている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 職員会議を実施するにあたり、参加スタッフ全員から必ず意見を聞く時間を取り、それについてスタッフ間で議論するよう心がけている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% モニタリング等で得た情報はLINEを活用し、全職員で共通理解するよう心がけている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13% 必要に応じて、児発管から新しい計画についての共有があり、職員間でそれを共有している。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
75% 25% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 担当者が原案を作り、それを他のスタッフ、管理者とともに確認をしながら作成に努めている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 88% 13% 集団活動として、体を動かす活動において、人間関係構築、力を高めるよう努め、工作プログラム等では個別の活動を支援している。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 88% 13% 改めて振り返り、延ばは設定していないが、あった出来事等をLINEで共有し、共通理解を図っている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 75% 25% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 88% 13% その日のレクレーションに応じて、できるだけ、自己選択の場を設定できるよう心がけている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% 児童相談所、市の家庭支援室等との連携には充分心がけている。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 88% 13% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 63% 38% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 夏休み期間に児童館での活動を行った。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 88% 13% ご自宅送迎時に必要な連絡事項については、管理者から送迎者に伝え、必要に応じて電話でのやりとりを実施している。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 88% 13% 苦情については、事実確認を速やかに行った上で、謝罪も含め、保護者と連絡を取らせていただいている。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% 長期休み前などには、療育の内容、持ち物、連絡事項等をまとめたプリントを配布している。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 38% 63% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 88% 13% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 88% 13% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 88% 13% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド005東城南店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 78% 22% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 78% 22% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 78% 22% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  89% 11% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 89% 11% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 89% 11% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
89% 11% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 89% 11% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 78% 22% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 56% 44% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 56% 44% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 56% 44% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 89% 11% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  56% 44% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 44% 56% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 78% 22% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 78% 22% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 78% 22% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 78% 22% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 89% 11% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 78% 22% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



6 6
（別紙５）
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グローバルキッズメソッド006間々田店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 73% 27% 事前に、約束ごとを決めて、児童が安全に活動できるようにしている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 73% 27% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 64% 36% 工夫点:勉強する・レクをするスペースと部屋用途を分けて活動している・改善点:隣の部屋移動に段差がある事、

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 82% 18% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  64% 36% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 73% 27% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 73% 27% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 55% 45% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 82% 18% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  82% 18% スタッフミーティングにて情報共有が出来ている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 82% 18% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 82% 18% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 64% 36% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 91% 9% ミーティングノートを活用している

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 91% 9% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 82% 18% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 64% 36% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 45% 55% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 36% 64% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  55% 45% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 45% 55% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 91% 9% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 45% 55% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 91% 9% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 91% 9% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 91% 9% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 91% 9% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド007さくら店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 50% 50% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 月2回のスタッフ会議以外にも日常的な会話の中で業務改善、児童情報共有が行われている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 職員会議で各職員からの発言の機会を増やしている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 様々な職員から得手不得手や児童の伸ばしたい分野を考慮して活動内容を検討している。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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等
の
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グローバルキッズメソッド008真岡店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% フロアが広いため子供たちが伸び伸び貼りしまわれる。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日欠かさず掃除消毒を行っている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 82% 18% 月一の会議の内容をラインで共有している

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 82% 18%
保護者様からのご意見等はすべて、ラインでアップしている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 91% 9% 毎月会議の際非常勤さんの代表者も参加し意見を交換している。また、普段から上司に意見が言える環境

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 82% 18% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 91% 9% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 個別支援計画書等、常に事務所に置いて有り、見る事が出来る

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  91% 9% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 91% 9% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 91% 9% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 91% 9% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 73% 27%
場合により出来ないこともあるため、可能な限り行うよう努めていく。

本日のレクリエーションの詳細をラインで共有している

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 73% 27%
場合により出来ないこともあるため、可能な限り行うよう努めていく。

気づいた点を用紙に記入している

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 91% 9% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 91% 9% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 73% 27% 保健、医療、障害福祉等、あまり連携がない機関と図っていけるようにしていく。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 82% 18% 保育所、幼稚園等、情報共有がなされていない場合があるため、今後可能な限り努めていく。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 73% 27% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 73% 27% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 73% 27% 他店舗との合同レクリエーションを行っている

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 73% 27% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 全体への共有が少ないが、送迎時に行なっている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  82% 18% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 91% 9% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 91% 9% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 91% 9% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 55% 45% レクリエーションなど、親子で参加する機会を設けてはいかがでしょう

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 91% 9% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 55% 45% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 82% 18% マニュアルは常時事務所に保管されて有り、見る常に確認することが出来る

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 73% 27% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 91% 9% 情報は都度ラインで共有している

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 82% 18% 保護者から詳細を情報共有しているが、医師の指示書に基づくかどうか不明な部分がある。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 91% 9% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 月一回、動画研修がある

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 91% 9% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



9 9
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド009桜通り店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 88% 13% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 教室は、光が入り、広々としていて、良いと思います。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  88% 13% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 75% 25% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% 雰囲気の良い職場です。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  88% 13% レク案も毎月出し合って頑張っています。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 75% 25% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 毎月出し合って頑張っています。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 63% 38% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 63% 38% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 38% 63% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  63% 38% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 38% 63% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 88% 13% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 13% 88% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 75% 25% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 毎回、頭に入れて薬の必要な子供の確認を、している。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 75% 25% 十分注意を払っている。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 88% 13% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 75% 25% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド010真岡西店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% パソコン室が独立しています

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 71% 29% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 86% 14% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  86% 14% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 57% 43% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14% 話しやすい環境である

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 71% 29% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 86% 14% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  86% 14% 公表はしているが、もう少し各スタッフが独自に閲覧できるように促していきたい。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 86% 14% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 日々のささやかなことも話しやすい環境である。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 71% 29% もう少し各スタッフが自発的に閲覧できるように促していきたい。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 86% 14% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
86% 14% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 86% 14% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 57% 43% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 71% 29% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 86% 14% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 86% 14% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 71% 29% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 71% 29% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 43% 57% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  86% 14% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 86% 14% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 86% 14% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 57% 43% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 71% 29% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 71% 29% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 86% 14% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド011小山駅東店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 0% 100% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 学習する部屋、パソコンをする部屋と部屋を分けることで切り替えしやすくなっている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% フローリングに変更されたことで、掃除しやすく、清潔を保つことができている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 職員会議のほか、児童が帰ってから今日の様子を気軽に話し、明日の対策を話している

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 0% 100% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 職員からの提案を職員全体で話し合い、実践していることがある

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% その日の様子で気になることはLINEで共有している。その中でも特にきになることは支援方針を見直し話し合いをしている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



12 12
（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド012若松原店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 89% 11% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 89% 11% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 89% 11% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  89% 11% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 78% 22% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 89% 11% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  89% 11% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 89% 11% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
89% 11% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 78% 22% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 89% 11% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 89% 11% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 89% 11% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 56% 44% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  78% 22% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 56% 44% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 56% 44% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 89% 11% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



13 13
（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド013真岡東店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 25% 毎日の掃除を欠かさずにやるところがいい

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 子供への対応へのスタッフ間の情報共有がしっかりしている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25% 全体で集まることは不可能なので、LINEで逐一報告している

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド014西原店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 大ルームが状況に応じて使いやすい

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 活動素材開拓（開発）を心掛けている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 75% 25%
児童が自発的に部分的に集団活動化されるケースはある

コンセプト上、集団活動はなじまないが、リフレッシュタイムなどを活用して児童同士の交流を図るよう支援している

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% ケース会議を行なっている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 63% 38%
送迎業務との兼ね合いにて（往々にして）翌営業日となる

メールでのやりとりで共有している

当日はなかなか時間的に難しいので、次の日の支援前に情報共有するか、ラインなどを活用して支援内容を確認している

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 現場メモという名の記録用紙をバインダーに挟み、持ち歩いて支援に当たっている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 各種活動素材の選択肢を設けている（拡げている）

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 38% 63% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  88% 13% モニタリングの一環としてそれに近しい事を行なっている

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50%
店舗としてではなくグループ全体としてではある

時間的にも機会的にも難しい状況だが、時折保護者の送迎が被ったときなどは一緒にお話できることもある

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 38% 63% 店舗としてではなくグループ全体としてではある

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド015宮の内店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 90% 10% 社員のスタッフさん達の連携が良い

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 90% 10% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 90% 10% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  90% 10% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 90% 10% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 90% 10% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 70% 30% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 90% 10% 日常用のラインに、色々入れてくれている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 80% 20% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 70% 30% 相手側から連絡があった時のみ行っている為、今後は先に共有できるように努めたいです。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 90% 10% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 30% 70% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  80% 20% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 30% 70% きょうだい利用はある為、そちらの支援は出来ているが、保護者同士の交流の機会は今後設けていきたいです。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 20% 80% 今後取り入れていきたいです。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 医師の指示書をいただいていないケースが多いが、保護者と綿密な情報共有を行い、緊急時には迷いなく対応できるように周知されている。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 90% 10% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド016新小山駅東店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20%
児童数が多い時の空きスペースの利用がなされている。

学習店舗として個別の学習机があり集中して学習ができる。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 20% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  40% 60% 個室はないがパーテーションを使うなどして見守っている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 80% 20% 毎朝のミーティングが存在し、反省を述べている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 60% 40% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
毎朝のミーティングが存在する。

業務開始時間ににミーティングを実施

毎月の会議を通して意見を確認し取り入れている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 20% 80% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  80% 20% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% モニタリングにて的確に保護者様と密なコミュニケーションは取れている。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  80% 20% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 80% 20% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 60% 40% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 60% 40% 自発管のモニタリング結果は職員に共有され、検討を毎回行っている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 80% 20%
日々、本を取り揃え様々な運動療育を行っている。

内容によっては継続支援が必要なものは繰り返し行っている

週に1回程度は児童に活動内容を決めてもらうようにしており、児童間でのコミュニケーションを活発化させ社会性が身につくような支援はできている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 発達段階や障害を考慮した活動はできている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20%
その日のうちにできない場合は次の日に振り返しから行い共有する

業務時間的に支援終了後のミーティングは行えないため、翌日の朝礼にて情報共有の時間は設けている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 60% 40% 記録は取れている。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 80% 20% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 40% 60% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 60% 40% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 同じ会社の他店舗との合同レクは行えている。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 保護者とコンタクトを取りたいスタッフが送迎に行けている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  40% 60% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 契約の前に必ず見学を設けて、説明する時間を確保している。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% 契約前の施設見学、モニタリングの際に保護者と話し合う機会を設けられている。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 日々の活動で気になる点があればサービス記録に記載し、送迎の際にも話し合う時間が作れるようにしている。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 苦情に対してまずは真摯に謝罪しているので、保護者との関係性が崩れにくい。謝罪後、改善案を出して保護者に報告しているため、納得は得られている。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド017中戸祭店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% マンネリ化を防ぐために毎月新しいレクを取り入れている。また、レクの内容も毎回同じではなく内容を少し変えている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 88% 13% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 他店の児童発達支援から放課後等デイサービスに上がった児童は内容を予め確認している

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  88% 13% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 63% 38% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% スタッフ間で共有し、再発防止に努めている

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% その児童にあった方法を用いり、コミュニケーションを取っている

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 38% 63% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド018今泉新町店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 90% 10%
学習・パソコン・活動のフロアが独立している点が良いと思います。

学習スペースが広めということと、パソコン室も十分な広さがあり児童が過ごしやすい。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 柔軟な対応している。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 都度、見直しされていると思う。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 常に清潔かつ心地よく過ごせる環境づくりに努めている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 児童の様子に合わせて対応されている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 保護者等の意向に合わせ、すぐにスタッフ間で共有し業務内容を改善している。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 90% 10%
管理責任者・常勤・非常勤の間の風通しが良い。

随時、常勤に伝えることのできる雰囲気があり、問題ない

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 常に業務改善するよう努めている。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 定期的にされていて良いと思う。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 常に検討され、より良い支援に繋げるようにされている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 90% 10% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 90% 10% 内容を踏まえ、スタッフ間で話し合いができている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 90% 10%
それぞれのスタッフが工夫しながら活動を行っている。

固定化しないよう、考慮し工夫している。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 90% 10% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 90% 10%
スタッフ間で相談し合い対応できている。

毎日必ず勤務前に事前に情報が届くので問題ない。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 90% 10% どうすべきか話し合いができている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% すぐに共有し対応を考えている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 適切な支援に繋げられている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 90% 10% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 90% 10% 常に自主性が養われることを意識した声掛けや支援を心掛けている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 90% 10% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 90% 10% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 90% 10% 速やかな対応することを意識している。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 90% 10% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 90% 10% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 90% 10% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  80% 20% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 90% 10% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 90% 10% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 90% 10% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 90% 10% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 90% 10% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 90% 10% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド019新間々田店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
怪我しそうな所や子供たちが弄りそうな場所にはテープ等が貼ってあり対策されてると思います

フロアの床にテープなど貼りってわかりやすくしている。

レクレーション等季節に、合わせて行う事等

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 75% 25% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% 個別で意見を言える環境がある

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 63% 38% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25% 打ち合わせはないが個別での確認はある

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 63% 38% 打ち合わせはないが気づいたことがあれば共有LINEにあげることで対応できている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 88% 13% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 保護者様から依頼があれば連携することができる体制を整えている。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  63% 38% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 63% 38% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド020新真岡西店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
利用者の数に合わせたパソコンの台数

テーブルの配置が児童数により変更が出来る事

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 88% 13% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 88% 13% 目が見えにくい利用者には手助けをしていること。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
エアコンや空気清浄機をつけていること

スタッフが常に消毒等で清掃をしている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  63% 38% フロアとパソコン室しかない為パーテーションを使い区切っていること

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13%
定期的な会議

スタッフ間での情報共有はしている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% 保護者から送られて来たメッセージをLINEで共有

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%
普段からコミュニケーションを取っている。定期的な会議

スタッフ会議、スタッフ間での情報共有をしている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 63% 38% 上の方から評価を伺い改善に向けてスタッフ全員に共有

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
強度行動障害など研修を受けている

月に1回研修がある

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0%
個別支援計画書を作成し、スタッフなら誰でも見える所に置いている

個別ファイルにてスタッフが閲覧出来る様になっている

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
日々の学習や自由時間などを記録し保存。保護者とのモニタリングで課題を共有

児童発達支援管が行ってくれている

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 情報共有を元に支援をおこなっている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
スタッフ会議。決まった内容を共有

児童発達支援管を元に支援をおこなっている

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13%
利用者の行動を記録し共有

児童発達支援管が元に作成している

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
88% 13% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%
施設などを調べ共有

様々な案を募っている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
スタッフの意見を聞き、利用者が楽しめるようなレクを考えている

様々な案を募っている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%
個別支援計画書の作成

学習支援をおこなっている

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25%
事前に共有され、利用者が来る前に各々確認している。

役割分担の固定化があるので、改善をしたい

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25%
スタッフ間で話し合い

時間的に余裕が無い。別日になら情報共有をしている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% HUGを元に記録が残っている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%
モニタリングの内容を共有している

児童発達支援管が行っている

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13%
日々の研修などで支援を見直している

レクリエーションでのみの地域交流しか出来ていない

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0%
長所を褒めて伸ばしている

特性によりサポートを行っている

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%
スタッフ全員利用者を理解しようと心がけている

児童発達支援管が参画している

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% 病院などに行く日を把握し結果を聞いている

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 下校時間や行事予定を把握し、先生方と良好な関係を築けるよう心がけている

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25%
利用者の特性や個性などを聞いて共有

児童発達支援管が主に行ってくれている

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25%
研修を受けている

主に児童発達支援管が行っている

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% ほかの店舗の利用者と合同でレクをしている

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%
hugの入力をし、保護者に共有している
送迎時、HUGにて情報提供を行っている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% モニタリングで保護者の対応を支援したりしている

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%
説明を丁寧に外国人の保護者にも分かりやすく伝えている

まだまだ説明不足の懸念がある

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0%
hugで保護者からメッセージが来てないか確認したり、送り迎えなどで言われた内容を共有
モニタリングなどでも定期的に確認している

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 88% 13%
許可をもらい保管してます

放課後等デイサービス計画を示していない

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% モニタリングで行っている

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0%
苦情があった際にはスタッフ間で共有し二度とおこらないようにしている

情報提供をしている

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% hugを活用している

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%
個人情報はスタッフしか入れないところに保管している

留意している

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%
モニタリングやスタッフ間の情報共有をしている

行っている

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 75% 25% レクで地域の方と交流する機会がある

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13%
マニュアルはいつでも読めるところに起き訓練もしている

研修で行っている

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%
薬の有無を聞き共有している

契約時に行っている

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%
アレルギーの有無の共有

契約時に行っている

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 研修を受けている

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13% 共有している

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%
他店舗などの情報も共有している

情報共有している

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% マニュアルを読んでいる

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% マニュアルを読んでいる

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド021新宮の内店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



22 22
（別紙５）
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グローバルキッズメソッド022宝積寺店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 0% 100% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 0% 100% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  0% 100% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% スタッフ会議を通して各スタッフの意見を取り入れてる

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% スタッフ会議を設けてる

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 支援者会議を開き適切な支援が出来るように意見交換を行なったいる

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 主観的な意見が多いが、アセスメントを行なって作成している。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 各スタッフが確認出来るような環境にしている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 支援者会議などを通して何が必要かを検討している

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 支援者ノートを作成し、気になった点があればメモ程度であるが書けるようにしている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  0% 100% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 送迎時や連絡帳（HUG）等で行っている

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド023貝島店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 部屋が広々としている、運動系なので必要最低限の物を置き、スペースを確保しているように感じる。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 83% 17% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% スタッフ会議を行って情報共有を図っている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 83% 17% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  83% 17% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 83% 17% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 83% 17% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
83% 17% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 83% 17% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33% 役割が曖昧な時があるが、臨機応変に対応している

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 67% 33% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 83% 17% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 83% 17% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 83% 17% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 83% 17% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 83% 17% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 83% 17% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 83% 17% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 83% 17% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 83% 17% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド024並木店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 33% 67% 机の並び替えなど人数に合わせて工夫している

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 83% 17% 不安定な児童がいる時などは配置数が適切でも個別に対応するスタッフが必要になるなど改善が必要と思われることもある。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 83% 17% 活動ごとに場所が分かれているのがわかりやすくて良い。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 17% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  50% 50% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 83% 17% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  83% 17% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 83% 17% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド025峰店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 60% 40% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 40% 60% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 60% 40% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  80% 20% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 80% 20% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% レク前に試作を作り、スタッフ同士でアドバイスをしながらより良い作品を作り上げる努力をしています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% スタッフで案を出しあい、偏りがないよう心がけている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 60% 40% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 60% 40% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 80% 20% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 80% 20% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 60% 40% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 60% 40% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  60% 40% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 80% 20% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 40% 60% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 80% 20% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 80% 20% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 80% 20% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド026江曽島店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 私は、非常勤ですが、毎回のレクレーションを工夫して行なっていることに驚いています。子供達も興味を持って参加しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 63% 38% 子供達への対応も迅速に適切にしています。私は、いつも見習っています。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 活動が激しい時は、速やかに机等を片付け子供達をのびやかに動けるように工夫しています。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 75% 25% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 普段の会話の流れで意見などを聞くようにしている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 38% 63% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 88% 13% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 88% 13% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 63% 38% 保護者を通しての連携をしていると思う

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% スタッフ全員がLINEで子供達の情報を共有できるようになっています。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 38% 63% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  63% 38% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名
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グローバルキッズメソッド027ゆいの杜店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 用途に寄って　テーブルの位置を変えて　活動しやすくしている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% その日の流れを始めに毎回説明する

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、掃除をしています。パソコンやヘッドホンも

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 毎月　会議をして話し合いをしている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 支援者会議を行い　子供の様子を共有している

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 毎日行い共通理解を行っている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 80% 20% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 80% 20% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  80% 20% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 40% 60% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド028下栗店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 88% 13%
部屋が3つに別れているので良いと思う
レクの部屋と学習の部屋を分けて使用している

部屋数もスペースも充分で、管理も行き届いている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25% 有資格常勤、非常勤の数は充分で、必要に応じてバイト追加もあり適切です。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
パソコンが個別にある。

大変適切に整備されています。こどもにもスタッフにも優しく、忘れ物予防になっています。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 88% 13% 細部にわたり、よく整理整頓清掃され、気持ち良く活動できます。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  88% 13% 部屋数に余裕があり、すぐに使用できる状態が保たれています。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%
時々、話し合いを設けている

改善へ向けての管理者の意識は高いですが、スタッフによっては変化を好まず現状維持や自分の気分、やり方にこだわることもあると思います。目的の明確化により、皆の意識をスタッフ間関係などから目的目標へ向けることができれば、自ずとPDCAが
回りだすようになると思います。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
時々話し合いを設けている

保護者の意向を受けての改善は、管理者がそのつど即座にミーティングなどで周知し行っています。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
指導記録を作り、何を指導したか残している。

管理者は都度、スタッフに状況を聞き、把握、確認してから、即座に改善指示を出しており、分かり易く仕事しやすいです。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 積極的に行われています。また、運転上の注意など、折々に管理者がオリジナルに注意喚起資料を示してくれたりしています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 作成過程の詳細は分かりませんが、適切に公開されています

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% こどもの状態や保護者からの要請により、直ちにニーズに沿った支援を実行している。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 今後はさらに、こどもやご家族について気付いた事をスタッフ間で共有するカンファレンスを朝礼等に盛り込むことが望ましいと思います。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% いつでも参照できるようになっていますが、より頻繁に活用していこうと思います。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% 管理者等でつど確認し、スタッフに伝達指導がなされていると思いますが、今後スタッフによる日頃のインフォーマルなアセスメントを明示化し、より適切に活用し易くしていきたい。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% 管理者等で適切かつ入念に設定していると思います。作成過程やガイドラインの内容について、私自身が今後、強い関心を持って学び支援に役立てたい。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%
話し合いを設けている

作成の詳細は分かりませんが、2人以上の視点をもって作成や確認をしていると思います。今後、スタッフ全員での日頃のカンファレンス等を行い、その内容も反映して作成されることを期待する。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 朝礼や、都度のミーティング、LINE等で頻繁に行われている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 朝礼やLINE上で行われているが、今後、振り返えり事項の報告を、より意識的にやって行こうと思う。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 75% 25% 今後、活用し易い形の記録に工夫し徹底できるようにしたい。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% ガイドラインの理解を深め、支援の向上に努めたい

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 声かけの仕方も含め工夫している。今後、さらに研鑽を積み支援向上に努めたい。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 管理者等にこどもの状態が伝わるよう都度、報告に努めたい。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25% 教育関係機関との連携支援体制は整っており、スムーズに運営されている。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25% 今後、地域の図書館はじめ文化活動などに参加する機会をもうけるのが望ましい。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 88% 13% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 今後も都度の記録、報告、共有を徹底していきたい。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% 見学や面談の形で行われている。ペアレントや研修を企画実行できることが望ましい

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% 今後、ペアレントトレーニングなどの集いを開催できるようになると、保護者間等の交流が自然に拡がると考える。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 管理者を中心にスタッフ間で素早い対応がなされている。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 63% 38% ご近所や町内はじめ地域の方々の理解は不可欠なので、節句などの季節行事に招くことが望ましい。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% ヒヤリハットが生じた時及び予防のため、管理者がスタッフに注意、周知、再発防止の研修など施してくれている。ヒヤリハットを気軽に報告できる雰囲気の維持が大切である。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド030西城南店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33%
収納スペースの見直し・デッドスペースの有効利用

店舗は狭いなりに、だからこそ走れないなどのメリットもある

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 83% 17% 備品の置き場所の明確化・使用後の返却が緩慢なので指導する

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 17% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  17% 83% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 83% 17% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%
職員間でのアドバイスなどの提案をしてます。

モニタリング前にいろいろなスタッフの意見を聞くようにしている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 朝礼を平日行っています。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 83% 17% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 67% 33% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 83% 17% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 83% 17% とくにないが、公園が近いため毎日のように地域の子どもたちや学童などと関わる機会はある

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  83% 17% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 83% 17% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 83% 17% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド031新中戸祭店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
児童の特性をふまえてよく対応していると思う

部屋が4つに区切られているため、学習の内容や児童の集中できる環境を作りやすい点
それぞれの学習内容にあった部屋数が設けられている点が工夫されている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%
児童の学習ペースやできる内容に合わせて内容と職員の配置の仕方を変更している

当日の児童に対して対応スタッフの配置が工夫できている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 75% 25% 視覚情報が得られる所が工夫されている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 掃除の分担やそのひにどこ清掃したか分かりやすくなってる

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  75% 25%
個別の部屋を利用する際は必ずスタッフが配置されているが、児童の状態に合わせて見守りと声掛けを行っている

それなりの部屋数が設けられている工夫

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 職員会議が工夫されている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%
保護者から相談があった場合は、全スタッフへの周知と会議での話し合いを行い、早急に対応している

職員同士の共有が工夫されている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
スタッフ会議でしっかりと話し合えている

月2回の職員会議が工夫されている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 職員伝達の工夫がされている

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 集中して研修に挑める所

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 事前宝庫がされている

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 連絡手段が工夫されている

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13%
児童の苦手な部分や得意な部分、さらにできるようになったこと、新たな課題などを共有している

職員同士の共有が工夫されている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
専門的支援と個別支援計画に基づいた目標をメインに児童の日々の課題を作成している

職員同士の共有が工夫されている

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% 職員同士で共有がされている

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
88% 13% 研修などが工夫されている

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13%
活動は一つでも、さまざまな児童がいるので、それぞれの特性に合わせた内容を用意している

職員同士の共有が工夫されている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
毎回同じ内容にならないよう、過去の記録をもとにプログラムを作成しているに

定期的なモニタリングが工夫されている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 職員同士の共有が工夫されている

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% 職員同士の共有が工夫されている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25%
毎回の打ち合わせはないが、必要なことはしっかりと情報共有は行なっていると思う。

職員同士の意見交換が工夫されている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 職員同士の共有が工夫されている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 個別ファイルに情報があり、いつでも確認出来る工夫がされている

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 75% 25% レクレーション活動が工夫されている

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0%
自分の意思で決めることが難しい場合は選択肢を挙げて、児童が納得した上で選択するようにしている

児童の意見を取り入れる工夫している

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13% 簡潔に説明する工夫がされている

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% 情報ファイルで工夫されている

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 児童の担任の先生と送迎の際に、その日の様子やカニなら部分などをを話し合い、共有するようにしている

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13%
児童発達支援から放課後等デイサービスに上がる際、他店舗などから情報共有がされるが、情報が少ない場合は実際に児童を見ながら対応しなくてはならない

児童の様子を見学に行く工夫が必要

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% 報告内容の工夫がされている

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 動画研修など

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% メモをとる工夫をしている

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% その旨の通知が工夫されている

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 保護者との共有が工夫されている

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 63% 38% プログラム内容としてはある

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0%
保護者からの要望は苦情になる前に対応するよう心がけている

保護者との共有、意見交換

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 連絡帳(HUG)の確認、保護者との共有

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%
事務所に書類を置いたままにせず、毎回しまうようにしている

個人携帯から保護者への連絡は禁止

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 車や事務所に事故が起きたときのマニュアルを掲示しているため、誰でもすぐ見て対応できるようにしている。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%
SSTにも取り込んでいる
ハザードマップや避難場所などを確認している

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%
服薬時は保護者から直接依頼を受け、スタッフが管理するように努めている

個別ファイルを保管

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% レクレーションなどの準備物の報告

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%
会議の時などに全体へ共有し再発防止の案を検討する

常日頃の安全確認

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 児童だけにしない工夫

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド032下高間木店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 57% 43% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 86% 14% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 86% 14% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  71% 29% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 86% 14% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 71% 29% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 71% 29% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 57% 43% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 86% 14% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 86% 14% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 86% 14% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 86% 14% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 71% 29% 時間的に難しいので、グループLINEで情報共有をしている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 43% 57% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 57% 43% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 43% 57% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 43% 57% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 86% 14% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド033新鶴田店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% レク内容の充実

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% パーティションの活用

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  0% 100% パーティションを活用し、半個室を作って活用することは可能

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 0% 100% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 0% 100% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド034西茂呂店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 71% 29% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 29% 71% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 86% 14% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 86% 14% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  86% 14% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 57% 43% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 43% 57% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 71% 29% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 43% 57% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 86% 14% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 57% 43% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 86% 14% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 86% 14% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 57% 43% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 71% 29% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 57% 43% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 86% 14% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 86% 14% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 71% 29% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 57% 43% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 71% 29% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 57% 43% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 57% 43% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  57% 43% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 43% 57% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 86% 14% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 57% 43% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド035新さくら店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 89% 11% 上手にパーテーションして小さな空間を作ったり、奥のスペースで映像をみたりとても良いと思います。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 人数はもう少し余裕があるとなお良いかと思いますが、役割分担を明確にしたり共有をしっかりすることで補っています。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 78% 22% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% とても忙しい中、できる限りの衛生環境を保っていると思います。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  89% 11%
前出ですが、家具の配置等パーテーションで工夫して小さい空海が確保できていますし、スタッフの目が届くよう配置されています。

落ち着ける場所を作っている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 78% 22% そのひとつが空間設定だと思います。レクレーションも振り返りながら、良い形にしているように見えます

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 56% 44% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11%
非常勤を含めてのスタッフ会議があります。

職員会議に非常勤も参加を促している。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 56% 44% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 89% 11%
毎月行われています。

ＰＣだけでなく、体験型の研修もあるといいと思う。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  89% 11% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 89% 11% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  78% 22% その時々のこどもの様子、必要なことをLINEを通して常に共有しています。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 67% 33% レクの予定、役割分担など前もって連絡されています。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 44% 56% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
56% 44% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 78% 22% 前年を振り返りながら予定を組んでいます

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 78% 22% 平日は毎日小さなレクレーションがあり、グループで取り組んでいます。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%
同じゲームでも、全く同じにならないよう変化をさせている。タイミングや声掛けなど前回よくなかった時はあらためている。

常勤がLINEにその日の役割分担を載せてくれている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 78% 22%
よく話し合っていると思います。

子どもの様子等をLINEで共有

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 必要なことは記録して共有していると思います。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 78% 22% きちんとやっています。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 78% 22% 決して広くない店舗の中で、学習、あそび、余暇、メリハリをつけて実行されています。そのためにスタッフが細かく動き準備しています。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 一方的でなく、考えて答えられるように、話し方、声のかけ方気をつけている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 78% 22% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 56% 44% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 22% 78% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 22% 78% グローバル間の交流はあるが、他の子どもとの活動の機会はなかなか持てていない。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 22% 78% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  22% 78% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 78% 22% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  78% 22% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 78% 22% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 22% 78% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 89% 11% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 78% 22% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 管理者、常勤が常々声掛けしている

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 89% 11% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 22% 78% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 78% 22% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 78% 22% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 56% 44% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 89% 11% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド036新下栗店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  75% 25% 主にパーテーションを利用して確保している

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 送迎時またはモニタリングを通して改善するところなど検討しながら対策している

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% いつでも話せる環境を心がけている。また児発管が管理者と常勤や非常勤の架け橋になっているので都度対応するようにしている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25% 100%とは言えないが行えるよう努力している

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25% 送迎時間の戻りが遅いためなかなかできないが次の日の朝に話し合うようにしている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% 連絡があれば適宜対応している。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% レクに取り入れることがある

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド037鶴田店PLUS (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 64% 36% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 73% 27% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 91% 9% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 91% 9% 危ない時には机椅子を移動したり、口に入れることがないようすぐに清潔を保つようみんなが意識している。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  73% 27% 個別の部屋と呼べる部屋はないが誰もいない時間のパソコン室やトイレ前の水道部屋等を利用しているのは工夫していると思われる

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 82% 18% お互いに毎日の中でアドバイスし合いながら行う環境作りはできている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 91% 9% LINEにて共有している

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
朝のミーティングを毎日行い、意見を気軽に言える機会を作っている

トラブルがあった時は、回避する案を出して周知出来てる

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 82% 18% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 91% 9% 毎月の研修動画等、自店舗は全員が真面目に取り組んで記入できている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 計画書はLINEにて共有をし、必要であれば口頭やLINE上にても詳しく話を共有している。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% そのお子さんの保護者のご希望を伺った上で適した目標を考え行っている

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 必ずシートに様子や問題点、エピソードを書いてもらい作成している

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 支援内容にそぐわないと判断した時には管理者を含めながら、職員間で話す場を設けている

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%
午前中に送迎表の再確認や支援内容・補助が必要な利用者に応じた対応等、午前中にいるスタッフ間で打ち合わせを行っている。ただ午後から来るスタッフにそれが共有しきれていないこともあるため、LINE等で打ち合わせしたことを共有していく必要
があると思われる。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 82% 18%
個々で利用者に対して気づいたことを共有している状況である。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 82% 18% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 91% 9% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 73% 27% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 73% 27% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 55% 45% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 73% 27% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  82% 18% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 64% 36% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 91% 9% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 64% 36% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 91% 9%
食事の際、謝って提供しないように確認しやすい場所に児童のアレルギーを記載している。

保護者からの情報提供あり。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド038中今泉店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 86% 14%
死角になる部分はあるが、スタッフ配置を工夫している。

活動や自由時間、間食など過ごし方にメリハリをつけている。簡単なルールを徹底して平等に指導している。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 71% 29% 重点指導と、全体指導など配置を工夫している。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 状況に応じて場所や用具などで対応している。（個別学習、グループ活動や休憩など）

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 時に応じて、手洗い、テーブル拭き、手袋着用などを習慣づけ指導している。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 指導者などに相談することで対応するようにしている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%
都度話し合いをしている

全職員で行うことは無理だが、内容についての共通理解は図られている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
評価表ではないが、些細なことでも共有して話し合うようにしている。

面談やメディアを活用しながら相互に意向を伝え合い改善に努めている。

保護者からの意向があれば周知している

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
職員会議の際などに各々が意見を出している

職員会議などの機会がもう得られている。内容によってはメディアを通して共通理解が図られている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 86% 14% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 86% 14% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  86% 14% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  86% 14% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 86% 14% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 86% 14% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 29% 71% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 29% 71% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  43% 57% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 29% 71% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 71% 29% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 29% 71% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 86% 14% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 71% 29% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド039国谷店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 33% 67% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 0% 100% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 67% 33% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% 職員会議で、上下関係など関係なしに考えを発言して話し合えています。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 非常勤の方とも共有できています。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 67% 33% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 67% 33% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 67% 33% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 33% 67% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 全員が同じ退勤時間では無いため、気になる事があれば話したり翌日に話したり、LINEで共有している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 67% 33% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 地域交流に関しては難しいところがあり、買い物レクやお出かけにて交流してるような形になってしまう。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 利用していた児童発達支援がグローバルの店舗であれば情報共有できるが、それ以外の場合は相談支援事業所をとおして情報共有している

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  33% 67% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド040東城南店PLUS (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 57% 43% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 86% 14% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 71% 29% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 86% 14%
汚れに気づいたら、その都度キレイにする様にしている

季節にあった壁面環境の工夫。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  86% 14% 個別の部屋は基本空けてあり、いつでも使える状態にしてある

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 86% 14% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 86% 14% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 86% 14% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  86% 14% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 86% 14% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 86% 14% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 86% 14% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 86% 14% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 71% 29% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 71% 29% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 86% 14% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  86% 14% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 71% 29% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 86% 14% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド041益子店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的にスタッフ会議を行い、そこで児童の支援会議も行なっている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 80% 20% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 80% 20% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 60% 40% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 40% 60% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 20% 80% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  40% 60% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 20% 80% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 80% 20% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 80% 20% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド042雀宮店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 不要な物を処分し、床で遊べるスペースを設けました。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 児童数によって、スタッフの人数を増やしたり減らしたりしています。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日の清掃を心がけています。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 個別の部屋はないですが、スペースを設けるようにしています。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 児童様に対しの課題やスタッフの動きについて日頃からスタッフ間で話し合いをしています。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  83% 17% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 83% 17% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド043新ゆいの杜店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 整理整頓に努めている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 児童も清掃に参加して意識の向上を図っている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 86% 14% 打ち合わせを日常的に実施している

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 71% 29% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 打ち合わせを日常的に実施している

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 57% 43% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 86% 14% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 86% 14% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 71% 29% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
86% 14% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 86% 14% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 86% 14% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 86% 14% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 71% 29% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 57% 43% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 43% 57% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 43% 57% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  57% 43% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 86% 14% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 43% 57% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 43% 57% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 86% 14% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 86% 14% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 86% 14% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 86% 14% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 86% 14% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド044新峰店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 0% 100% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 0% 100% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  0% 100% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド045新西茂呂店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%
ワンフロアなので見通しは良い。

お出かけレクや送迎の配車などにも気を付けている

重い子には必ずスタッフをつけている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 56% 44%
(入り口に段差がある)掲示物は子供達が見える位置に掲示するように工夫している。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 89% 11%
自由にパソコンに触れられるようにしている。疑問が出て来た際はスタッフに聞いたりしてできることをどんどん増やしている。

パソコンと学習の場を分けて使っている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  56% 44% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 89% 11% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11%
保護者からの意見があった際はこれからどうしていくか話し合う機会を設けている。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 78% 22% 全員が同じ考えで業務に当たれるよう話し合う機会を設けたい

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 様子の変化が見られる際は学校の先生や相談員さんから話を聞き、こちらの様子も話して関わり方や方向性を決めている。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  78% 22% 保護者の要望をしっかりと聞き、支援計画に反映している。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 89% 11% 保護者からの要望やこちらの気になる点を話し合い計画を作成している。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%
職員間でしっかりと話し合いを行い、これからどうしていくか話し合って決めている。

こどもの言動を職員間で振り返り、計画書を作成している。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 出来上がった計画書を見て、子どもたちと関わるようにしている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 日々の活動などで気になった点を記載して、話し合いを行なっている。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
78% 22% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11%
活動を決める際はスタッフ間で意見を出し合いながら決めている。

毎月レク会議を行い、意見を出し合っている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 89% 11% 定期的にレクを変えたり、順番を変えながら計画している。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 89% 11% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 78% 22% チームでの連携はできて来ているが、話し合いなどする時間を設けられない時がある。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 56% 44% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 日々、気になった点は記録している。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 89% 11% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 選択は子どもにしてもらう声かけを行い、選択肢の候補を一緒に考えるようにしている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 基本的に管理者が参加している。できる範囲で参加はしている。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 学校の先生などと協力して支援を行なっている。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 連絡がない際はこちらから声をかけてて聞いている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 33% 67% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 56% 44% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33%
研修で意見交換などを行なった話をきいている。

鹿沼市の、子ども部会に所属し参加しています

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 22% 78% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 56% 44% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 気になった点などはしっかりと話をしている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% 行ける時は参加したいと考えている。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% あった際は迅速に対応を行えるようにしている。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11% 活動の内容や様子をハグにて伝えている。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 慎重に扱っている。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 89% 11% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 44% 56% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 定期的に訓練も行っている

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 78% 22% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 89% 11% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド046簗瀬店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 人員配置も明確で分かりやすい

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 配置には問題ない

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 50% 50% 毎日必ず行えているわけではないため、短時間でも毎日行うようにしたいです

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50% 毎日必ず行えているわけではないため、短時間でも毎日行うようにしたいです

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド047壬生店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
季節に合った掲示物を飾っている。子供の喜びそうなレクを考えている

工夫点:時間割を決めて、児童の活動スペースを制限し､スタッフの目が行き届くようにしている。改善点:収納(備品整理)

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 工夫点：当日のレク担当がスケジュールとスタッフの配置を事前に考えて全スタッフと共有。児童の対応に取りこぼしがないようにしている。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 71% 29% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  86% 14% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 86% 14% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 71% 29% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 86% 14% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 86% 14% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 86% 14%
ラインでの情報共有ができている

勤務時間がスタッフにより異なるため､児童の様子で気になった点や対応についての相談は､都度グループLINEで行うようにしている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 86% 14% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 57% 43% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 71% 29% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 14% 86% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 86% 14% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  57% 43% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 14% 86% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 14% 86% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド048新並木店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 児童の室内の温度が低かったり、高かったりした時は、すぐさま変更しております。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 児童1人だけを見るではなく、他の児童の子もしっかり見てあげている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 20% 80% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 80% 20% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 80% 20% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  80% 20% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 80% 20% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 80% 20% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド050野木店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 40% 60% 備え付けの収納が少ない。100円ショップの商品などをうまく使って対応している。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 0% 100% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  20% 80% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 80% 20% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 80% 20% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 80% 20% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  80% 20% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 80% 20% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
80% 20% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 80% 20% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 60% 40% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 20% 80% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 40% 60% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 20% 80% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 20% 80% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  60% 40% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド053鶴田店FUN (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 89% 11%
店舗内が整理されており、広く使用出来ている

限られた場所で上手く活用している。相談室として単独での個室がなく児発と放デイで相談しながら共有、活用している。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 89% 11% パークと放ディ、臨機応変に応援出来るように管理者の方が考えてくれている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 89% 11% 基本、バリアフリーになっている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 78% 22%
各自の担当があることで仕事への意欲にも繋がり、協力体制も感じられる。

支援者会議でスタッフ同士が情報共有できている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 78% 22% 保護者からの相談や意向があった際にはすぐに共有し対応ができている為。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 定期的に管理者との面談があり、話しやすい体制を整えている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 毎月、レク活動のカレンダーを保護者に渡し、担当のスタッフがその日の活動内容の詳細を提示して進めている。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 内容を共有し支援に繋げている。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 支援者会議を行い支援に繋げている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
計画などを閲覧する機会がある

共有し支援に繋げている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 89% 11% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11% 意見交換し工夫している

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 全体で話し合いながら進めている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 89% 11% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 更に自己選択できる意識を持ちたい

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 78% 22% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 89% 11% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 78% 22% 卒業生がいない為、まだ移行利用がない為。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 78% 22% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 同じ店舗の児発の子どもとの交流を行っている。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 22% 78% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 常に話し合いながら共有し支援している。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  78% 22% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 22% 78% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 22% 78% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド054矢板店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 非常勤を上手に配置していることでバランスがとれていると思います。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 75% 25% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
子どもが心地よく過ごせる環境になっている。

スタッフみんなで力を合わせて整える努力はされています。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  25% 75% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 日々の環境整備が良い環境を整えられていると思います。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25% 保護者向け評価表はないが、モニタリングや送迎の際に要望があれば聞き入れ改善している。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
月に1回職員の意見等把握する機会がある。
どちらかと言えば気付いたスタッフがその日にいるスタッフが皆に問いかけることが日常になっています。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 定期的に勉強できる機会がありありがたいです。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 職員同士で積極的に意見を交換している。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 職員同士で集まって活動プログラムの立案を行っている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 活動プログラムができるだけ被らないように提案してる。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% リハスタッフの意見をとても参考にしています。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎時に話しています。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  63% 38% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 38% 63% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 88% 13% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド055加須店PLUS (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 17% 83% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 50% 50% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 50% 50% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 17% 83% 除菌シートなどを使い掃除をしている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  50% 50% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 33% 67% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17%
ミーティングを通して話している

月２回の会議

月に1、2回程度会議を開きお互い　情報共有をしている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 50% 50%
研修を見逃し方のためしっかりと管理する

定期的に行われている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 会議などでより共通する

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
子どもの苦手なことをなくそうとしている

会議などでより共通する

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  67% 33% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 67% 33% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 83% 17% 学習ファイルを用いて記録をしている

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
83% 17%

個人ファイルへいつでも見れる

もちろんされるべきであり、しているだろうと思う。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%
会議で話し、更新している

日々担当を決めて行なっている。

数名が主軸となり行なっている状況である。それがチームであるなら行われている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

曜日ごとバランスよくやっている

全てのスタッフが目を通すようにしている

責任を持って行なっている。

5領域や様々な活動が週や曜日で重ならないように配慮して計画している。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

個別で行うレクと集団で行うレクを行っている

個別ファイルやハグ、専門的支援ファイルへいつでも見返せるになっている

子どもの様子や状態、時間等考えながら提供している

祝日や土曜日など滞在時間が長い日は状況に応じて行いやすい。平日は滞在時間も短く、難しい時もある。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33%
朝、相談する機会が増えた

担当制で行っている

口頭でレク担が活動内容を共有して出来るように心がけているが、職員により内容がよく分からない時もある。その日の大まかなものはやはり確認し合うことが必要であるので声を掛け合っていきたい。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 33% 67% 振り返ることや第3者から見てどうだったと意見交換して改善するべきなので今後するようにしたい。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%
学習ファイルへ細かなことでも記録するようにしている

気になった事があった時や専門的支援を担当していることもありメモに残している。又、教室でもハグの参考になるように個々のバインダーを用意して記録をとっている。記録の重要性の意識が職員間で差がとてもあるので、会議ですり合わせしバイン

ダー上の書き方、書く視点も職員間で共通理解しつつ行いたい。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 33% 67% 基本活動を意識して組み合わせるが地域とのというところが、少ないので意識して取り入れてゆきたい

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 83% 17%
学習やレクリエーション以外の自由時間では子供同士での自己選択の意思や、促しを支援している

どんな活動や日々の生活の中で、子ども達が主体ということは基本なので本人が選択できるよう見守ったり支援している。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 主に自発管のスタッフがとりくんでいる

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 教育機関への説明会へ参加している

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0%
送迎での変更や確認事項等、電話での連絡調整をしている

連絡を密にしている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0%
同じ事業所の場合、自発での様子の共有を行なっている

こまめに確認している

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 17% 83% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%
送迎の際にお伝えし、情報共有を行っている

帰りの送迎の際、1日の様子の共有をしている
出来るだけ行なっている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  33% 67% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 83% 17% 専門的支援について送迎時に説明している

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  67% 33% 本人の意思は重要視している。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 83% 17% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 学校でのトラブルの際の話し合いに参加している

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 83% 17% スタッフ全体へと共有して取り組んでいる

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% ハグで知らせている

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%
店舗内のものは持ち運ばない

保護者の意見を聞いて対応している。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%
否定はせずに意思決定を尊重する

こまめに行っている。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 他事業所との交流は行っている。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 83% 17% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 服薬のある児童の共有をしている

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 店舗全体へと共通し、お菓子の提供では十分に注意している

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 50% 50% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 避難訓練の行なった児童の保護者のみしている

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 67% 33% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 67% 33% 定期的に行なっている。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 帰りの送迎時、必ず口頭での説明を行う。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド056氏家駅東店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド057喜沢店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25% ワンフロアーの事務室へ入室しないように、ロールドアを付けたました。一部の児童が明け閉めが出来るため、その都度声掛けをしている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 63% 38% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 63% 38%
季節に合わせた壁面掲示がされている。

建物の構想上、職員を常に、各部屋に配置し、職員同士で声をかけている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
掃除がきちんと行われている。

室内で運動が出来るよう、トンネルを購入したり、微細活動でもアイロンビーズ等様々な活動が出来るように工夫をしている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  63% 38% 個室では、個別活動があり、喜んで参加している。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 63% 38% パート職員にも、個別の目標を伝えたり、業務については、常に正職員が、声をかけている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25%
普段の雑談等から改善できるところがあればできる範囲で改善が図られている。

常に声掛けをしている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 75% 25% 毎月の動画研修を受けることはできる。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 50% 50% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
88% 13% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 88% 13% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 75% 25% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 63% 38% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 50% 50% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 75% 25% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 63% 38% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 38% 63% 地域の児童発達支援センターとの連携がとれるよう考えていきたい

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 13% 88% 他児童との交流ができるようになるために、成長できる支援や環境に重点をおいていきたい

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 38% 63% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 88% 13% 毎日の送迎時に様子を伝えている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  38% 63% 日々保護者様との連絡を密に行い、必要な情報提供を行っている

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 88% 13% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 13% 88% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 88% 13% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 13% 88% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド058城東店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 0% 100% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 0% 100% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 0% 100% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 0% 100% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  0% 100% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 0% 100% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 0% 100% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 0% 100% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 0% 100% 相談しながら行っている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 0% 100% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 支援案を作成し、共有をしている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 0% 100% 振り返りはしていないが、何かあった時には相談共有をしている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 0% 100% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 0% 100% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 0% 100% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 0% 100% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 0% 100% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 0% 100% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 0% 100% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 0% 100% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 0% 100% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



59 59
（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド059真岡西店PLUS (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
パソコン席は相性を考慮して、スタッフが席を決めている

トイレの洗面台、鏡の位置が高い。トイレが２つあるのは良い。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 83% 17% 送迎時にスタッフが多いと助かって良い。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 事務室と児童の遊びさ場が、ハッキリ分かれている点は良い。窓の位置も良いが、開けた時に網戸になると尚良い。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  67% 33% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 83% 17% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% 声かけ、質問、している

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% zoomでいつでも見られるのは良い。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  67% 33% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 全員から、情報を集めている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 83% 17% 互いに声かけしあい、忘れていることは、伝え合う

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 他店舗の情報も、LINEで回ってくのが良い。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
83% 17% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 決まりごとは、LINEでまわってくるのでよい

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 色んなアイディア、情報集めをしている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 50% 50%
打ち合わせができる時間を設けていきたい

毎日ではない。やったほうがいい。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 83% 17%
雑談のような形で話をしているので、情報を共有する仕組みを考えていきたい

掃除しながらや、昼休みに、ざっくばらんに話している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 起こった出来事に対してだけでなく、保護者とのやり取りも共有しているのが、いい点。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 対面モニタをすすめ、直接お話を伺うようにしている。やむを得ず、郵送、電話の場合もある。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 楽しめること、安心した参加できることを念頭におきながら、取り入れている。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 自由な選択が苦手な児童もいる。児童の特性に合わせて対応している。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 専門用語よりわかり安い言葉で作るようにしている

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 83% 17% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 担当者会議の際、話す機会があるので、良い。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 17% 83% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 83% 17% 説明の途中でわからないところを確認する

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% モニタリンク時にしている

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 前回の物をコピーして、直すところはないか、一緒に確認している

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 報告、連絡、相談を心掛けている

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% アプリを通し、毎日している

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% あちこちに持ち歩かない、ファイルにとじて、扉、鍵付きのロッカーに入れてある

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 83% 17% なるべく研修に参加する

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% スタッフ間で、確認しあう

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 外食レクの際、家族に確認している

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 車の下ろし忘れ防止のブザーや、窓、ドアの鍵さ必ずする

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 個別支援計画書に毎回記載しサインをもらっている

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% グループLINEで共有している

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 線引きが難しいような際は、話し合っている

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 個別支援計画書に明記してサインを頂いている

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド060鴻巣店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 89% 11%
児童がケガをしそうな場所は保護している

運動遊びと、静遊びのスペースを机で空間分けしている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 89% 11%
児童は思わぬ行動をするので目配り気配りが必要

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 89% 11% 小さな部屋を目的ごとに使用している

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 89% 11% 毎日丁寧に清掃している

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 児童に部屋の目的を理解させている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 常時児童の特性を確認している

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 保護者とは密に話合いの場を持っている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 職員ミーティングは定期的に行われ問題を常に共用している

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 89% 11% 関係者の意見は常時共有している

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% ビデオ研修など分かりやすく行われている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 支援プログラムは良く作成されており保護者と共有している

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 送迎時などでも保護者のご意見は丁寧にお聞きし全体で共有する

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 担当職員でよく話合いの場をもうけている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 個々の児童の特性に合わせ実行している

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 児童によく目配り気配りはマニュアル以上に実施している

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% もっと他の事業所の良いところを広く認識したら更に良いと思う

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% リーダーになる人は決めているが意見は広く取り入れている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 児童の動きは活発で臨機応変に対応している

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 個々の児童に合わせて実施されている

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% より良いチームワークが発揮されている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 89% 11% 仕事終了後は勿論ですが仕事中や雑談の中にも話合いが行われる

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 毎日の日課になっている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 良いと思われる改善策は直ぐに取り入れる

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% より良くなるよう取り組んでいます

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 自己責任に関しても支援の一つとして取り入れている

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 管理者や責任者が中心となり担当と話合いをしている

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 外部の方もよく当事業所を訪れている

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 学校先生とは日々の態度行動に関して細かに共有している

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 先生からの情報は全体で共有している

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% 時と場合により、情報は提供したりしている

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 他社事業所の助言は受け入れている

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 78% 22% 今後するべき事だと思います

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 89% 11% 管理者責任者が参加し内容は全体で共有

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 毎日行われている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% 相互理解を深めている

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 保護者に分かりやすく説明を行っいる

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% 保護者との面会や情報共有は大切にしている

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 言葉と文書両面で行っている

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 特に母親の意見は支援の参考になり大切にしている

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% 個別には行うが全体的なことはこれから実施

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% クレームは即時改善している。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% ハグの活用が活発に行われている

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 全員で認識している

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 児童の発言と保護者の態度が不一致など気をつけている

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% これから行うべき大切な事だと感じる

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 常に問題が起これば事故報告を行い改善マニュアルを作成している

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 事業所や周りの立地など配慮しながら実施している

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 保護者から事前に情報をいただいている

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 児童のアレルギーは全体共有している

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 管理されているが完璧ではない

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 家庭内の様子も事業所で共有している

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 文書にして全員て確認している

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 分かりやすく研修が実施されている

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 癇癪を起こし暴れる児童の対応に苦慮している

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド062阿見店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
片付けの徹底と、使用(場所・物)のルール決め
障害が強い子どもに対して、職員全員が気をくばれる体制になっており、非常に子ども達も、楽しい時間になっている。

それぞれの興味やしたいことをそれぞれ適切な場で活動できているところが子ども達にとっての居心地の良さにつながっていると思います。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 73% 27%
アクティブな活動スペースと落ち着いた活動スペースが分けられ、いつも適切な人数が配置されている点。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 入り口で、その日の自身の番号を確認し、その日は同じ番号のロッカーを使う、活動の前にはトイレに行くなどのルーティンを子供達が理解しているので、安心して過ごせていると思いました。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% アクティブな活動スペース、落ち着いた活動スペース、図書室などで活動内容に応じて区切られているため、過ごしやすいと思います。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 学習も、基本的にはみんな同じ空間での学習としているが、希望すれば個室での学習室利用も可能となっているところがよいと思います。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%
店舗スタッフ間での意見交換が頻繁に行われている

レクなどの事前の準備を入念に行い、子どもたちが楽しんでできるようになっていると思う

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 91% 9%
保護者からの連絡もこまめに知らせていただけているので、共通理解しやすいです。

送迎やモニタリングなど保護者とコミュニケーションを取れる機会を多く作れている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
どうしても「自分はやってるのにあの人は」になってしまうこともある為、そういう意見は聞いていない。が気持ちは受け止めている。言えばどうにかしてもらえる…ではなく、自分達で言って行動しフォローし合う！ようになるべくしている。子供達の

為であるのであれば。

1日の流れなど確認できる時間が確保されている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 91% 9% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  91% 9% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 91% 9% モニタリングなどから保護者の考えを汲み取っていると思う

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  91% 9% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
分かっているものの、つい、各個人の主観で対応していることもある。が、都度スタッフ間指導・とフォローされている

子供の目標や学校の様子など具体的に書かれている

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 91% 9% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 「はい」としたが考えがかたまりがち。なので、新たな人の意見を聞く！他店舗のを参考にして、「うちでは…」ではなく、まずはやってみる！にしている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 82% 18% 必ずではないのでいいえにした。が、気づきなどは常に共有している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 82% 18% 保護者様へは徹底だが、支援記録という面では徹底していないのでいいえにした。が、支援にたいしての共有や話し合いを頻繁におこなっている。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 91% 9% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 91% 9% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 91% 9% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 91% 9% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 91% 9% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 91% 9% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 73% 27% そんな機会もあると相互に影響があり、良いと思う。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 91% 9% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 91% 9% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  82% 18% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 91% 9% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 82% 18% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 91% 9% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 91% 9% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 73% 27% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 91% 9% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



63 63
（別紙５）
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グローバルキッズメソッド063竹林店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 0% 100% 段差もあり、危険なところは危険を予測できるよう視覚的にラインを引いて周知している。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 0% 100% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 0% 100% 他事業所と情報共有する中で業務改善できそうなことは取り入れるようにしている。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名
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グローバルキッズメソッド067古河店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 0% 100% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド072長田店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
夏休み期間中に机の配置を変え、支援のしやすさと遊びスペースの確保が両立できるようにした。

パソコン学習の場と遊びの場と分けられている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 子ども達一人一人に丁寧な対応がされている。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 玩具等が使いやすく明記されていたり、取りやすいところに配置されている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
清掃等が行き届き、衛生的である。

活動内容に応じて、机や椅子の配置を変えて活動しやすいようにしている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  78% 22% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 89% 11% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11% 提出や受け取りの状況を全スタッフで共有できるようにしている。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 職員間の会議等で情報共有されている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 89% 11% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 89% 11% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 78% 22% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 78% 22% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  89% 11% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド074加須店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33%
《改善が必要な点》小学校高学年以上が増え、満たしている基準のスペースよりも広さが必要に感じる。

相談室を物置きにし、面談などの来客対応は宿題部屋を使用している。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33%
《工夫している点》新加須店や加須パークが隣店のため、送迎や急な欠勤の際に協力体制を取ることができていること。

一人一人のスキルの向上

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 83% 17%
概ねバリアフリー化ができてるが、床がコンクリートのため危険がある

《工夫している点》エレベーター付きのビルのため、身体的フォローが必要な児童に合わせた対応ができる。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
《改善が必要な点》問1と同様である。小学校高学年以上が増え、満たしている基準のスペースよりも広さが必要である。《工夫している点》状況に応じて踊り場を使用している。
清掃、24時間換気、空気清浄機

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
《工夫している点》例：学習室で遊んでいる児童がいるが、休みたい子や個別対応が必要な子がいる際、理由を伝えてスペースを譲ってくれる関係性にある。《改善が必要な点》物置きスペースがないため、個室として使用できない。→物置き場所の設置

も必要。

もし個室が使われているときは、事務所でのクールダウンもOKにしている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%
《工夫している点》各職員の状況を把握してフォローし合える環境である。

午前中から利用児童がいない日は必ず昼礼を実施して支援の共有をしている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% 《工夫している点》保護者からの意見を共有し、改善に努めている。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 同じく昼礼で実施

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 83% 17% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 毎月の社内研修及び地域の研修会に参加している。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% サービス提供記録にて公開

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 83% 17% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 専門のシステムを導入している。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 年齢や近況を用いた課題に沿って取り組みを考えている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 早朝から児童がいる場合は全員への共有は難しいが、必ず昼礼を実施して連携している。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 83% 17% 勤務時間の関係もあり、当日の共有は必ず行われていないが、連絡ツールなどを使って気になることは何でも共有するように促してはいる。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 相談支援事業所や地域の連携を取り、担当者会議をよくひらいている。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 学校送迎時にも密にコミュニケーションをとっている。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 50% 50% ここ数年、1年生の入学時の契約がない

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 50% 50%
該当する児童がいない

卒業生がまだない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 地域のイベントなどに連携して参加できるように調整していきたい。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% ただし、自市で独立した協議会がないことが課題

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 児童発達支援管理責任者がまんべんなく送迎に出れるようにして、送迎時に保護者とコミュニケーションをとれるように意識をしている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% 保護者勉強会や交流会は本当に実施したい

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% 親の言動行動が子供に害があると感じた際は、すぐに相談支援事業所や行政に相談をしている。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 常に面談や電話相談はOKであることを伝えている。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 83% 17% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 83% 17% 直接的に医師の指示書には基づいておらず、保護者からの情報共有をもとに対応している。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 83% 17% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド076西城南店PLUS (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33%
職員の人員が多く、熱中症警戒アラートが出ていない日は近くの公園に行き、体を動かしている。改善が必要だと思う点は、学習したい児童に対して、個室などの集中出来るスペースがないこと。

パソコン学習がある

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 56% 44% 他店舗併用ができる

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 89% 11% テーブルの位置や椅子の形態など工夫が必要

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 78% 22% 活動のスペースは確保されていると思う

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  67% 33% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 職員同士が思っている事を話せる環境である

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22% 相談支援の方と情報共有している

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 89% 11% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 89% 11% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 89% 11% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 89% 11% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 78% 22% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 78% 22% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 22% 78% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 89% 11% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 67% 33% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 67% 33% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 89% 11% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 89% 11% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド082東宿郷店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 0% 100%
フロアがワンフロアしかない為、スペースの使用の仕方の工夫が必要

管理者が事務の仕事中に子供が入り込みやすいため、改善が必要。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 50% 50%
スタッフの勤務状況によって人数は、偏りますが室内で児童と関わることにたいしては、人数は足りていると思います。

行動問題のある児童対応の専門職員がいないが、対応の共通理解をラインのノートなどで書き込んで、対応している。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 50% 50% クールダウンのスペースがないので、テントなどで対応している

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 50% 50% 窓がないので、時々ドアを開けて換気している。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  50% 50%
個室や相談室がないため クールダウンする時は、ミニテントを出してます
レクなどで集団に馴染めない時には、テーブル席を利用している。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% ラインを活用して共通理解をとっている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 50% 50% ハグを利用して保護者からの意見を聞いている。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% ラインを活用している。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 店舗以外のエリア長などにもラインのグループに入ってもらっている。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 50% 50% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% 送迎時に情報提供を行っている

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 50% 50% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 50% 50% ラインのノートで知らせている。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド083西川田店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25% 人数だけでなく、個の特性に応じて配置を増やすなどの工夫が必要と感じる。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 38% 63% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド090七井店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 活動中に利用児童と利用児童との間も、きちんと間をあけて活動できるように、スタッフが配慮している

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 子供の状態で危機管理が必要な時は一人必ず付き、他のスタッフは､全体把握するなど、目配りができている。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
レク内容を前日にグループラインで共用しシミュレーションできるように配慮している

ホワイトボードに一日の流れを書き、子ども自身で適宜確認し行動できるように促している。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 感染経路の場所をチェックして､いつもアルコール消毒、掃除を行っている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% テンションが高くなって他のこども達に危害が及ぶ可能性がある時は、面談室をクールダウンできるように配慮している

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 常勤スタッフ会議があり、グループラインで全スタッフが共用できるようにしている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% モニタリングを行ったり、保護者からのご相談は電話でも必ず受けて保護者の悩みを聞き対応を考えている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 管理者に相談して、管理者が相談事を聞き、気持ちを受け入れ改善策を考えて相談したスタッフに報告し、こども達に集中して仕事ができるように配慮されている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 研修講座のオンライン授業が組み込まれている、

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 支援するスタッフの声かけ、導入には充分な子供達への配慮が難しいこともある。スタッフの支援活動中の支援するスタッフの声かけが大切。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% スタッフが常に、いろんなイベントや活動案を考えている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% グループラインで共用しシミュレーションできるように配慮している。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 送迎するスタッフ､室内を見守るスタッフと、時間的に限られるため難しい。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% スタッフが気が付いた点は必ずグループラインで報告してその事例を共有している。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 67% 33% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% グローバル卒業した利用児童が働いている職場(食堂)を七井店のみんなでランチ利用して､利用児童の未来へと繋げたり、働いている子供の元気な仕事振りを見て感激している。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 公園､水族館など活動案に入れているが交流する機会の交渉過程はまだない。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 管理者、児童発達管理者が必ず行っている。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% グループラインで共有している。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% オンライン授業が組み込まれている。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 危害を及ぼす可能性があると考えられる日は事前に(学校から迎えに行って学校からの報告や、車の中での状態を入室する前にグループラインに入れるなど配慮している。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド093勿来店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 67% 33% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  67% 33% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 67% 33% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
67% 33% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 67% 33% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 67% 33% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 67% 33% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 67% 33% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 67% 33% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド094千駄塚店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 私はパートなので、最終の時間までいませんが、大切なことは、管理者からきちんと話があります。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



98 98
（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド098伊勢崎茂呂店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド099大泉店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20%
限られたスペースでもロッカーや机でエリアを区切ったり、カラーテープを床に貼って区切ることで無理なく活動が出来ている。

勉強スペース。パソコンスペース。別れている。職員が見渡せる作り。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%
児童数に対する職員数が少ない時間帯もあり、安全面への配慮がより必要な時がある

人数は充分だと思う。パートの経験が浅いのでスキルアップが必要。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
車椅子の利用児がいるが、不便はないと答えていたので上手く対応出来ている方ではあると思う。

日当たり良好ゾーンの熱中症対策をしている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 90% 10%

日々の清掃を行なっている。

学習とパソコンエリアを区切り集中できるような配置の工夫をしている

朝掃除をする人を日にちごとに決めて当番化している。

玩具等を収納する倉庫が整理工夫されている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
クールダウンできる部屋は青色ベースで落ち着く色味。

相談室でクールダウン、休憩に使う　場合によっては職員休憩が出来ない場合がある

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%
ミーティングの記録等は随時シェアしていただける。

MTGや児童のアセスメントを行なっている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 90% 10% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
定期的にミーティングする場面を設けている。そのため職員間での情報共有の場があると思う。

管理者が穏やかで話しやすい

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 90% 10% エリア長が店舗に来て管理者に指示を出しているなど、改善に努めていると思う。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 月に1度程度はZoomで研修がある。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  90% 10%
支援プログラムについて現在再検討中。

職員で話し合っている

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 保護者の意向も取り入れつつ個別支援をどうするかも再検討中。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%
全員が児童たちのできることできないことを書き出して共有の機会がある。

正職員が努力工夫している様子が見られる

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 非常勤スタッフへも色々資料を見せてもらえる

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% グループLINEで情報共有できる

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 90% 10% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 常勤スタッフは常に工夫しているなと感じる

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 日にもよるが、その日や次の日の朝のミーティングにて振り返りや共有をし円滑な支援ができるようにしている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 職員が話し合い工夫していると感じる

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 行うよう心がけている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 90% 10% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 90% 10% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 80% 20% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 70% 30% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  90% 10% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  90% 10% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% モニタリングや担当者会議にて内容の検討をしている

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 保護者の視点になり会話、大変な内容によっては相談員さんに助言や相談もお願いする事もあります

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 70% 30% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0%
職員間で周知、共有をするようにしている

対応していると思う

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 90% 10% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 80% 20% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 90% 10% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 的確に対応していると思う

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド103新上大久保店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0%

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0%

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0%

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0%

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0%

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0%

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0%

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0%

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0%

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0%

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0%

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0%

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0%

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0%

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0%

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0%

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0%

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

必要に応じて職員がフォローを行なっております。

毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

今後検討していきたいと思います。

全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

必要に応じて適宜連携しております。

併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

機会があれば参加していきたいと思います。

機会があれば参加していきたいと思います。

送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

ご要望に応じて、対応させていただいております。

各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

より円滑にお伝え出来るように努めております。

今後検討していきたいと思います。

必要に応じて周知を行っております。

定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

お子さまのご状況については事前に確認しております。

一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

定期的に行っております。

必要に応じて周知を行っております。

事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。
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グローバルキッズメソッド105新古河店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 5Sの実施とスペース確保は工夫しているが収納スペースが足りてないので改善が必要

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 33% 67% 回るように工夫はしているが、送迎時間が重なると待機が居なくなってしまうことがあるため、工夫が必要。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 掲示物は子供目線に配置している。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 室内空間のレイアウトを考え訓練室の中央にスペースを確保している

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  83% 17% 個別の部屋はないので来客用ブースで代用している

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17%
保護者のニーズに耳を傾け改善可能については積極的に改善している

送迎の際などに保護者との会話を通して意見を聞き、その情報を職員間で共有している。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% 月２回のスタッフ会議で問題抽出を行い解決案を立案している

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% スタッフ間の情報共有を組み込んでいる

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% スタッフ会議の有効活用

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 67% 33% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 過去実績を確認している

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 実施はしているが不充分な面もあると管変えられるため、改善策を講じる必要がある

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 83% 17% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 毎日ではないが情報共有に努めている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 83% 17% 毎日ではないが実施している

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 児発管を中心に実施している

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% スタッフ間で意見を出し合っている

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 管理者並び児発管がコミュニケーションを取っている

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 児童発達支援事業所とはコミュニケーションを取っている

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17% まだ該当者がいない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 行政主催の研修会に参加

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 保護者に対してOneWayにならないようにフックツールを作成している

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 必要な課題を記載したツールを使用し、作成

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 個人情報書類の受け渡しに際し、授受簿を作成して保護者の署名を貰っている

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド106いわき平店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 92% 8% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 83% 17% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 83% 17% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 92% 8% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  92% 8% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 92% 8% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 92% 8% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  92% 8% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 92% 8% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
92% 8% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 92% 8% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 92% 8% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 92% 8% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 92% 8% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 42% 58%
まだその学年の利用児童がおらず経験していない

まだ、学校を卒業する年齢に達している児童がいないため不明

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 17% 83% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  42% 58% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 25% 75% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 17% 83% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 92% 8% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 92% 8% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 92% 8% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド107雨ケ谷新田店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 50% 50% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 50% 50% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 67% 33%
毎日清掃している

体を動かしたい児童が多いですが、スペースが狭いということもあるため、現在は机を動かしたりしてスペースを確保します。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 33% 67% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 67% 33% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  83% 17% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 83% 17% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  67% 33% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 50% 50% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 67% 33% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
83% 17% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 67% 33% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 83% 17% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 33% 67% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 33% 67% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 50% 50% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 83% 17% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 50% 50% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 83% 17% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% まだ、卒業する児童がいないので分からない。必要に応じて対応。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 83% 17% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 83% 17% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 83% 17% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 83% 17% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 83% 17% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド108浦和中尾店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 状況に応じて二部屋使用することができる。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 50% 50% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 50% 50% 保護者経由で情報共有している。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  0% 100% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 50% 50% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド109大田原店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 88% 13%
利用人数を増やしていこうとスタッフが頑張って動いていて素晴らしいと思う。

児発が増えてきたのでやり方を試行錯誤している。児発に合った玩具や教材、絵本などが必要だと思う。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 63% 38% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% まだまだ必要な環境設定は必要だと思う。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% クールダウンできるよう、使っていない部屋や安心できる場所に行くなどできている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% モニタリングやハグでの意見を受け、職員で共通理解ができるようにしている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 意見を言いやすい環境ではある

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% いつでも個別のファイルが見れるようになっている

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 日々の会話の中でも、そう言った話がしやすい環境になっている、

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 気になることや改善点などは、その都度職員間のグループラインで伝えるようになっている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 日々のレク活動も職員間で積極的に出し合ったり、意見を出しやすい環境になっている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 利用者によって変えたり、同じ内容にならないよう気をつけてたりしている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 88% 13% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% ファイルなどを使い、気づいたことを記入し、共通理解できるようにしている。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 子供の気持ちを受け入れながら、意見が言いやすい環境を作っている

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 職員間のグループラインで共通理解をしている

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド110我孫子店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 79% 21% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 86% 14% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 86% 14% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 93% 7% 常に消毒など実施

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
お昼寝部屋に縦にコットンが置かれていたり、マットが置かれている。

機能エリアが区分けされている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 64% 36% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 93% 7% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 93% 7%
グループLineで随時受付ている、という認識だと推察されるが、一定の期間を設けるなどして意見を意識的に出してもらって見るのも良いと考えている
言える環境はある

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 86% 14% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 93% 7% 全体研修の動画を全員閲覧した後で意見交換などの機会を設けると内容を定着することができると感じている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 93% 7% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 86% 14% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 93% 7% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 64% 36% 支援の内容については共有しているおり、役割分担は活動の直前にスタッフから指示がある

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 71% 29% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 93% 7% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 93% 7% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 93% 7% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 93% 7% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 79% 21% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 93% 7% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 71% 29% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 64% 36% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎時の保護者との会話を大切にしている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  79% 21% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 93% 7% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 71% 29% 近隣の消防署分署に協力を依頼して消防訓練を行なっている

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 93% 7% マニュアルのポスター版を掲載している

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 通報が必要な児童とその連絡先を明確にして掲示する

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%
別室で孤立して、お弁当を食べている。

指示書はないが、アレルギーの確認は必ず行い、必要に応じて別室対応を行っている。その場合、他児が食べこぼしたものでアナフィラキシーショックを起こさないよう、清掃まで徹底して行っている。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 93% 7% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド111富士松岡店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 83% 17% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 83% 17% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 92% 8% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 92% 8% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 92% 8% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 92% 8% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 83% 17% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 83% 17% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 92% 8% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 92% 8% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 42% 58% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 25% 75% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 92% 8% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 42% 58% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 92% 8% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 92% 8% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 75% 25% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド112佐野店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 86% 14% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  86% 14% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 86% 14% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 86% 14% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 86% 14% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 86% 14% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 86% 14% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 86% 14% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 71% 29% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 86% 14% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  71% 29% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 86% 14% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 71% 29% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド113せんげん台店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 63% 38% フロアを半分にして職員が盾になり安全に遊べるように見守りをしている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 88% 13% 物品は整理されている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  63% 38% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13% 夏休み以外は週に一回ミーティングはできていた

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% hugにて要望があれば、グループラインで共有されている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13% 研修があればグループラインで連絡が来る

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% 親のニーズや評価結果からの課題を中心に作成している

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
88% 13% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% チームで分担して行なっている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 88% 13% 様々な活動は考えていると思う

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% 必要なことはLINEで共有している。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13% 記録はhugでとっている。他は再評価の時期にまとめるようにしている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% LINEのノート機能を使って細かく下校時の注意点が書いており工夫されていると感じる

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 63% 38% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 63% 38% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 88% 13% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 88% 13% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 88% 13% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 88% 13% ミーティング時に他事業所含めた情報共有がされている

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 88% 13% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド114栃木蔵の街店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 83% 17% 椅子や机のスペースの他に、座卓スペースを作り児童がゆったり過ごせるスペースを作っている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 83% 17% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 17% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  83% 17% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% スタッフ間で声掛けを行い問題に対してすぐに改善策を出し合っている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 83% 17% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
83% 17% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 83% 17% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 83% 17% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 83% 17% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 83% 17% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17% まだ移行段階にあるお子さんがいない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 83% 17% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド115筑西店PLUS (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 88% 13% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 88% 13% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  88% 13% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド116西郷店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 一人ひとり面談を行っている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 月に1回行っている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  80% 20% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 80% 20% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 60% 40% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 60% 40% 毎日ではないが、必要に応じて打ち合わせの時間を設けています。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20%
非常勤スタッフにも情報共有できるように、必要事項は都度グループラインで情報共有している。

その都度、その日にあった出来事を個々で管理者に伝え共有している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 60% 40% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 60% 40% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  60% 40% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 80% 20% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド118ひたちなか店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 33% 67% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 67% 33% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 33% 67% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  33% 67% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 67% 33% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 67% 33% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド119新潟青山店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 60% 40% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 20% 80% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  40% 60% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 80% 20% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 60% 40% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 80% 20% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  80% 20% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 60% 40% 地域の他のこどもと活動する機会はまだ設けたことがありませんでした。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 20% 80% 今後都合をつけて参加したいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  60% 40% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 40% 60% 保護者同士の会やきょうだい同士の交流の会を催したことはまだありませんでした。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 40% 60% 見学などは受け入れていますが、こちらから地域住民を招待する取り組みは行っていませんでした。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 80% 20% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド120荒川沖店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 0% 100% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 0% 100% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 0% 100% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 0% 100% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  0% 100% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 0% 100% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 0% 100% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 0% 100% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  0% 100% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 0% 100% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  0% 100% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 0% 100% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド121新荒川沖店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 60% 40% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 20% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 80% 20% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  80% 20% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 80% 20% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
80% 20% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 80% 20% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 80% 20% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 80% 20% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 60% 40% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  80% 20% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 80% 20% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド122新岩曽店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 88% 13% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 63% 38% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 25% ホワイトボードがある為、活動の流れの説明などしやすい。掃除もしやすい。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  50% 50% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13%
スタッフ間でコミュニケーションを取り、児童の状態を共有している

スタッフ間のコミュニケーションはできていると思う。事前に活動の打ち合わせをするなど、内容の共有時間をとっている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25%
モニタリング後や、保護者から直接要望があった時にLINEや口頭で共有している
保護者向け評価表を確認する機会がないが、保護者からの意向等は対応できる範囲なら迅速に行っている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%
朝児童がいない時にミーティングの機会を設けている

会議以前に、細かな事をスタッフ間で伝えあっている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
研修を受けて報告書を書いている

オンラインでの研修など月１回程度ある。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0%
レクの担当スタッフが他のスタッフに内容を伝えて、疑問点や改善点があればその時に伝えている

遊びを通して、楽しく学べるような内容を考えている。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
何ができていないか、どこまでできているかを共有して作成している

保護者や他店舗との共有など行っている

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13%
日頃から支援した時にhugの入力の職員欄のところに何があってどんな様子であったか、共有している
スタッフ間での意見交換をしている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13%
どんな内容で支援するか共有している

保護者の意向を考えたり、専門職スタッフに相談するなど行っている

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% ハグの職員共有欄に入力している

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13%
月のレクの作成を共有してレク作成担当が使っている

情報共有は行っていて、気になるポイントがあれば質問や意見を出すこともしている。

交代制により、作成スタッフを変えている。また管理者のチェックがありより良いものを作ろうと各スタッフ頑張っている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
題材を探して季節に合わせて似ていても少し違うようにしている

担当者が違うので、同じレクでも内容が新しいように工夫している

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 子どもの特性にあわせて、できる範囲でとりくんでいる

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25% 活動前に、打ち合わせを必ずおこなっている。配慮が必要な児童がいる場合は、担当をきめてお願いするなど、細かい動きも決めている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 63% 38% 就業時間の差があるので、個人間で情報共有するためのコミュニケーションをとっている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 75% 25% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 63% 38% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 63% 38% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 63% 38% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 88% 13% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 63% 38% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 75% 25% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 75% 25% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド124熊谷店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 50% 50% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 33% 67% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 67% 33% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  67% 33% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33% 支援の振り返りは行っているが、PDCAサイクルにはまだ則っていないため、きちんとしたやり方の周知と実践が必要だと思っています。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 50% 50% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 83% 17% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 83% 17% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 67% 33% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 67% 33% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 17% 83%
勤務時間や送迎時間の関係で、支援終了後、当日にその時間を設けることは難しい

その日に行うのは難しいため、翌日に行っています。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 記録する人が一部に限られてしまっているため、全員行ってもらえるよう周知徹底したいです。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 83% 17% レクや自由遊びの中で行っている

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17%
該当する利用者がいない

まだ機会はないですが、今後機会があれば行っていきます。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 83% 17% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  33% 67% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 67% 33% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 83% 17% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 全ての職員に周知できるよう、一覧表等を作成するなどの改善は必要かと思います。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 67% 33% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド125新加須店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 89% 11% 気が散る子や時間内に勉強が終わらない子は別の部屋で学習させている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 89% 11% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 89% 11% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 部屋の掃除は毎日行われています

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  89% 11% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 78% 22% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 78% 22% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 78% 22% 研修動画をスマホで見ることはほぼ毎月行われている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  89% 11% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 78% 22% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  89% 11% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 89% 11% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 89% 11% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
89% 11% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 89% 11% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 78% 22% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 89% 11% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 89% 11% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 89% 11% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 89% 11% 家族との面談は行われています　そこからの分析や情報共有がありません

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 89% 11% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 89% 11% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 89% 11% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 89% 11% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 89% 11% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 56% 44% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 78% 22% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 89% 11% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  78% 22% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 89% 11% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 44% 56% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 89% 11% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 44% 56% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 89% 11% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 89% 11% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド126南宇都宮店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 14% 86% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 57% 43% 以前より職員の数が増えたので、子ども1人ひとりに丁寧な支援を行えるようになったと感じる。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 29% 71% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 86% 14%
おやつや自由遊びのあとは、毎回職員が消毒している。

工夫していると思う点は、こまめに清掃を行い、環境を整えています。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 71% 29% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 86% 14% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 86% 14% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 86% 14% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 86% 14% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 57% 43% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 57% 43% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 43% 57% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  43% 57% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 86% 14% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 29% 71% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 57% 43% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 86% 14% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 避難訓練を行なっている

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 86% 14% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド130甲斐店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 40% 60% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 60% 40% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 40% 60% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 60% 40% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 80% 20% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  80% 20% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
面談や日々の支援記録をもとに、子ども一人ひとりの特性や状況を丁寧にアセスメントしている。  保護者の意向を聞き取りながら、客観的な視点で課題を整理し、支援計画に反映している。·アセスメントの記録や根拠をより明確に残し、計画作成時に参
照しやすくする工夫が必要。  保護者への説明が専門的になりやすく、理解しやすい言葉に置き換える配慮が不足することがある。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  80% 20% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 60% 40% 作成した支援計画は会議や記録を通して職員間で共有されており、共通理解をもって支援にあたっている

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 80% 20% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% 本人支援、家族支援、移行支援、地域支援の各観点を踏まえ、包括的に支援項目を設定している。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 80% 20% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 40% 60% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 20% 80% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 80% 20% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%
定期的にモニタリングを実施し、支援の進捗やこどもの状況変化を把握している。  保護者との面談や日々の記録を踏まえ、必要に応じて柔軟に計画の見直しを行っている。·モニタリングの記録方法や振り返りの視点をさらに標準化し、全職員が共通の基
準で評価できるようにする必要がある。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 活動の組み合わせに偏りが出ないよう、年間計画を通して体系的に見直す仕組みを強化する必要がある。  ４つの基本活動の関連性やねらいを、こどもや保護者にもわかりやすく説明し、理解を深められる工夫が望まれる。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 80% 20% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 80% 20% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 80% 20% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  40% 60% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 40% 60% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 60% 40% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 80% 20% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 80% 20% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 80% 20% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 80% 20% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 80% 20% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド131新潟空港通り店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 20% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
80% 20% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド133厚木及川店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
学習、レクで机の配置を変えて、有効的な使い方をしている。

状況に応じて机の配置等を変えている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%
スタッフ同士声を掛け合って支援している

放デイと児発で連携して対応している。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 段差がなくバリアフリーになっている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 掃除を毎日行い、食事前後に机を拭く、来所時には手を洗うなど配慮している。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 相談室はいつでも使える状況です。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に話し合いをしています。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド136古河旭町店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 33% 67% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 67% 33% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 33% 67% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 67% 33% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 67% 33% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 67% 33% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド139岡本店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 70% 30% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 80% 20% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 70% 30% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 90% 10% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 90% 10% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 80% 20% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 60% 40% 他店舗と合同レクレーションを通して約月1回ほど交流できるようにはしている。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  90% 10% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 40% 60% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 30% 70% デジリハの方が定期的に来店し、様子を見に来てくださっています。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド140上越店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 63% 38% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  63% 38% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 88% 13% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 88% 13% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド141錦店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 83% 17% エアコンが各部屋にある点がいいです。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 17% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 83% 17% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 83% 17% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 83% 17% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
83% 17% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 83% 17% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 83% 17% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  83% 17% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 83% 17% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 83% 17% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 83% 17% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 50% 50% 災害を想定した際の必要なものや避難場所の話し合いを行いました。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 83% 17% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 83% 17% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 83% 17% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 67% 33% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 83% 17% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド142小新店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 33% 67% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 33% 67% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 67% 33% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド143平松本町店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 60% 40% 運動フロアと勉強フロアを分けているところ

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20%
職員数は多いように思うが児童の安全への配慮や緊急時・送迎時を考慮すると現時点の人数で問題無いと思う

職員会議で対応する子どもとスタッフのペアを決めているところ

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20% 子どもの視点に合わせて掲示物を貼っているところ

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 20%
常に空気清浄機が使用されており、朝には換気も行っているため問題ないと思う。また、日々の掃除にも時間をかけているのでその点では清潔であると言える。

運動フロアに人工芝を敷いている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 児童の緊急時(体調不良時等)や声を出す学習(音読等)の際など、場面に応じて利用が認められている点が良い

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 80% 20%
朝の業務時間に職員同士で児童の個別支援計画を見ながらどのように接するか、その後どうして行くかについて話し合う時間がある点が工夫になっていると思う

職員同士での話し合いの場が設けられている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% 分かりにくいラインのものをマニュアル化して掲示しているところ

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20% みんなで意見を出し合っているところ

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 80% 20% プログラムの難易度を少しあげたりしているところ

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% ホワイトボードに書いてまとめているところ

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20% 打ち合わせと言う名目で行ってはないが、その日の児童に起こった出来事は共有されています。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 80% 20% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 80% 20% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  60% 40% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 80% 20% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 60% 40% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 80% 20% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% アレルギーを持つ児童の一覧表を制作してるところ

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド144新西川田店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 40% 60% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 20% 80% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 60% 40% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 60% 40% 店舗が広くのびのびと幅広い遊びができると感じる

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  0% 100% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 60% 40% 長期休暇が終了し、振り返りなどしやすくなった

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 60% 40% ９月からは少しずつ改善している

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  60% 40% 個別支援計画があり見られる環境にある

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 60% 40% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 80% 20% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 80% 20% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
60% 40% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20% スタッフで協力してレクを考えている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 80% 20% テキストやネット等で調べながら様々なレクを取り入れて児童が楽しめるようにしている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 80% 20% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 20% 80% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 40% 60% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 60% 40% 面談や電話を通して保護者から児童の様子を聞いてより良い支援を考えている

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 80% 20% 学習する物を持ってきていない、忘れてしまった時にどのプリントをするか選ぶようにしたり自由時間に遊ぶ物を自由に遊べるようにしている

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 80% 20% 児童発達管理責任者が参加している

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% トラブルがあった際に謝罪をするといった対処をするようにしている

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 20% 80% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 20% 80%
本年から開所のため経験なし

事業所へ移行する子がまだいない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 40% 60% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% お迎えの際にした事やできたことを共有するようにしている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  20% 80% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 80% 20% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  80% 20% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 自分だけの考えを伝えるだけではなく他のスタッフど共有したりし伝えている

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 20% 80% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 80% 20% スタッフ間で共有し何度も起こらないようにしている

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 60% 40% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 外部に子どもの情報を伝えない、

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 80% 20% 年に何度か防災訓練を行っている

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 40% 60% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 40% 60% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 60% 40% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 60% 40% 報告書や書類作成をし再発しないように他の店舗の方も見れるように共有している

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 40% 60% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド145加須店FUN (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25%
テナントの2Fにあるため1Fへの配慮と子どもに楽しむ時間を提供できるように心がけています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%
スタッフの人数がやや多く配置してあるため、役割を分けて行なえるよう工夫している

休憩時間の配分等職員が重ならないようにしている。

職員同士声を掛け合い、子どものようすの共有を心がけている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 75% 25% 2Fに事業所があり、階段以外で昇降することができないため。他の部分は子どもにわかりやすい構造でカードなどを使ってコミュニケーションが出来る

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 88% 13%
毎日清掃を行い、清潔感を保つように取り組んでいます。

常にゴミ、トイレの清潔さに気をつけている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% PDCAと同時にOODAループも採用して個別支援計画書などでの本人や保護者のニーズに対応しております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 定期的に会議を行っている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% カレンダーを設けて、担当振り分けて行っております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 環境（学校、自宅、事業所）によって言動が異なることがあるため、過度との関わりをより深くできるような環境づくりを心がけています。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 88% 13% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 38% 63% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド146結城店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 0% 100% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド148水戸平須店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 44% 56% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 56% 44% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 67% 33% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  56% 44% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 56% 44% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 33% 67% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 44% 56%
意見、出来事等はその都度メールで共有している。

職員ミーティングを実施しているが、業務改善の面で、今後、さらに必要。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 11% 89% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 56% 44% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  56% 44% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 67% 33% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  56% 44%
各生徒ごとに、職員全員が情報共有するようにしてる。

職員間の共通理解を深めていくことが今後なの課題。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 67% 33%
各生徒ごとに、職員全員が情報共有するようにしてる。

職員間の共通理解を深めていくことが今後なの課題。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 67% 33% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
56% 44% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 67% 33% 活動プログラムは計画を共有しながら、意見交換をしている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 89% 11%
店舗に委ねるのでは無く、全店舗の活動がわかるものを共有。マニュアル作成。

各職員の裁量で、変化に富んでいると思われる。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 78% 22% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 56% 44% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 78% 22% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 67% 33% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 67% 33% 基本は、児童の意思決定を尊重する形で支援を行っている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 78% 22% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 56% 44% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 89% 11% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 11% 89% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 11% 89% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 22% 78% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 22% 78% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 22% 78% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 78% 22% 送迎時、生徒に対する実施内容を保護者に伝達するようにしている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  22% 78% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  78% 22% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 67% 33% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 11% 89% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 89% 11% その場の即答はせずに管理者に報告する。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 78% 22% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 89% 11% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 22% 78% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 78% 22% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 78% 22% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 78% 22% 保護者との情報共有は密に行っている。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 78% 22% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 78% 22% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 78% 22% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 78% 22% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 67% 33% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド149さくら店PLUS (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 25% 75% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 75% 25% 活動のスペースをグループ別に分割する

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
日々の清掃に力を入れている

定期的に清掃・除菌・換気等を行っている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 相談室を有効活用している

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 主に会議で、スタッフ間の情報共有が出来ている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 会議の際情報の落とし込みがあり、そこを踏まえた業務を遂行できる体制になっている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 常日頃より、スタッフ間で意見交換をする機会がある

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 外部評価はモニタリング等の会議などから出た情報も含め、普段の会議での情報共有に努めている

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 子どもにも、保護者に対しても、それぞれ分かりやすく提示している

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 適宜アセスメントに沿った内容を、支援計画にも反映できている

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 話し合いの場で、子ども1人ひとりにフォーカスをあてて、その子に合わせた支援の在り方を検討している

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 各お子さんの個別支援を、会議の際に共有・確認している

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
75% 25% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 話し合いの中で、活動プログラムを協同的に組んでいる

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 日々、さまざまなアイデアを出し合い、主にレクリエーションの充実に努めている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 活動のメリハリが時間で分けられるよう、活動の流れを提示できている

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 必要に応じて話し合い、それぞれの役割分担を明確にしている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% スタッフ間で、振り返りやフィードバックを大切にしている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 75% 25% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% モニタリングにより、その時々に合ったタイムレスな支援が出来ている

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 75% 25% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 自分で選択が出来る機会の提示は、場面ごとに設けている

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 主に管理者や、専門員が参加している

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 適宜、電話等でやりとり出来る体制ができている

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 学校とその都度、必要な情報を共有している

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 75% 25% 必要に応じた情報提供を行っている

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 管理者を中心に積極的に設けている

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25%
レクとして、他の施設の子どもとの交流をする機会を設けている

公園での活動で、地域児童と交流している

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 主に管理者が関わっている

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎の際、何気ない場面であっても気付いたことは伝えるようにしている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% 管理者を中心に行っている

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% スタッフが十分に理解した上で、相手に納得してもらえる説明が出来るような伝え方を心掛けている

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% 管理者を中心に、主にモニタリングなどの機会を活用している

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 丁寧に説明をした上で同意を得ている

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 適宜、必要な助言やアドバイスをしている

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 25% 75% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% その都度振り返りを行い、最適な対応を検討している

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 分かりやすい情報の提示を心掛けている

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 書面だけでなく、子どもとの会話においても十分配慮している

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 主に言葉より、視覚的に伝える工夫を取り入れている

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 25% 75% 開所して日が浅いので、まだそのような機会がない。今後、実施を考えていきたい。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% あらかじめ、スタッフだけでシュミレーションを行っている

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 避難場所やハザードマップなど、必要な情報を共有している

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 保護者に事前に確認をとっている

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 75% 25% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 備品の確認と保管場所が明確になっている

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 緊急時に保護者に連絡する体制が出来ている

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 発生源など、起こりうる場所やシチュエーションを想定しておく

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% チェックシートで確認した上で、必要に応じて適宜管理者と相談している

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 十分に説明し、同意を得た上で決定している

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



150 150
（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド150小名浜店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 80% 20% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 80% 20% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 80% 20% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 80% 20% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  80% 20% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 80% 20% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド151今市店 (放デイ)
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 88% 13% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 63% 38% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 63% 38% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 88% 13% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 13% 88% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 25% 75% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 13% 88% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 38% 63% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 25% 75% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 25% 75% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 75% 25% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 63% 38% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 88% 13% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 75% 25% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 88% 13% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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サカフル宇都宮店
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 83% 17% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



サカフル小山店 サカフル小山店
（別紙５）
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サカフル小山店
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 障害の度合いが子どもによってまちまちだが、特にフォローが必要な児童にはスタッフが常時ついても、その他のスタッフで他の児童たちのことをしっかり見れるだけの体制が整っていると感じる。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 83% 17% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% 毎朝の朝礼が重要な役割をしている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  83% 17% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 83% 17% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 83% 17% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 83% 17% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 83% 17% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 83% 17% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 83% 17% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 83% 17% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 83% 17% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 今後参加することを検討したい

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 83% 17% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 83% 17% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 83% 17% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 83% 17% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 83% 17% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 83% 17% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 83% 17% 事業所内にラミネートされスタッフの目に入る位置に掲示もされている。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 83% 17% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 83% 17% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 83% 17% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 83% 17% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 83% 17% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 83% 17% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



ザスパキッズ ザスパキッズ
（別紙５）
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ザスパキッズ
公表日 2025年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 17% 83% 事業所の部屋意外にも、フットサルコートや自由広場など外活動ができるスペースもある為、児童も余裕を持って活動できています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33%
状況に応じて、児童に対して個別対応を行っております。

月の平均の利用人数に合わせながら、職員の配置人数を設定している為、今のところ問題なく行えています。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
段差がないので、つまづく恐れが少ないと思います。

各部屋の扉にトイレや事務所と描かれた絵カードを設置したり、怪我防止のため棚や柱の角に角クッションをつけたりなど様々な工夫を行っています。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
頻繁に使う玩具や施設内のアルコール消毒を行っています。

児童の送迎後などに職員で毎日清掃をしています。

毎日、退勤前に部屋の掃除を行っているため、清潔で心地よく過ごせる環境になっていると思います。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  83% 17%

部屋数が少ないためクールダウンをしたい児童がいた時や、個室が使用されてる時のためにテントを購入しました。

1人になりたい時、部屋をいつでも利用できるよう物を片付けています。
相談室なども、児童の状態に応じて活用し、クールダウンができるように行っております。

相談室の部屋は、普段使う頻度が少ない部屋ではあるので、そこを児童のクールダウンスペースや小畑の部屋として活用しています。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%
ホワイトボードなどを使って、職員一人ひとりの業務内容が分かりやすくしています。

提供時間前に職員同士で児童の情報共有を必要に応じて行っています。

日々の情報共有や職員会議などを行い、業務改善を進めるためのPDCAサイクルに広く職員が参画しています。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33%
頻繁に送迎時の受け渡し時の反応やお電話での内容について話し合っています。

簡易的な評価表や保護者様の意見を聞きながら、業務改善に繋げています。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
話し合いはよく行っています。

職員会議や個別面談を実施しています。

日々の情報共有や職員会議を用いて、業務改善に繋げています。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%
職員会議等で話し合っています。

エリアマネージャーを通して行っています。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 動画研修などを通して、職員の資質の向上を図っています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  83% 17%
スケジュールなど、わかりやすく活動内容を決めています。

レクカレンダーなどは作成されていない為、公表はされていません。ただ、外出などする場合は事前に保護者の方に伝えながら対応を行っています。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
一人ひとりに合わせて支援ができるよう務めています。

専門的評価や観察評価などと用いて、サービス計画を用いています。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%
計画を作る中で、他のスタッフの意見を聞いてくださっています。

職員内で話し合いながら行っています。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
計画に沿った支援に繋がるように努力したいです。

情報共有する時間を設けながら行っています。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% その都度、相談してよりよい選択ができよう務めています。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% サッカーを通じて、選手やスポーツへの興味をもつ児童が増えていると感じます。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%
児童に合わせて、毎日計画しています。

支援前に職員同士で活動内容の確認等を行っております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
認知や視覚で飽きのこない活動内容をスタッフで考えています。

天候等により、室内での活動や製作活動を行っており、児童や職員が活動に対してマンネリ化しないように行っております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%
スタッフ全員で支援に望めるよう話し合いをしています。

個別で対応する職員や主活動を担当する職員など、支援前に職員同士で情報を共有しています。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%
送迎後、掃除や事務作業が終わったあとに話し合って、その日の児童の様子を報告しています。

送迎後に活動時に気になる様子や保護者様からの情報を必要に応じて職員同士で共有しています。

職員間での情報共有がスムーズに行われている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%
記録に必要な内容は、スタッフに共有できよう連携をとっています。

その日に利用した児童の記録はその日のうち入力するように徹しています。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% モリタリングの前にも、その児童の活動の様子を話し合っています。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 創造力を生かす工作なども取り入れて活動しています。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%
スタッフとの話し合いを定期的に設けています。

児発管が担当者会議に出席しています。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 送迎が間違っていた際も、臨機応変に対応してくださっています。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0%
情報を共有できるよう務めています。

必要に応じて担当者会議を行っております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% 保護者の方とあまり情報を共有できていない児童もいるので、今後改善していけたら良いと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 今日起きた事など、お迎えや送迎の際にお伝えしています。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% お電話などの対応が多いですが、安心して預ける事ができるようケアしていきたいです。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%
定期的にInstagramで更新しています。
公式LINEやInstagramで活動内容の発信や保護者様と連絡を図っています。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 避難訓練等は定期的に行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。


















